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序　　　　　文

フィリピン共和国において、環境問題、とくに固形廃棄物に係る問題は、公衆衛生レベルの低

下、観光資源への悪影響による地域経済の悪化等、大きな社会問題となっており、フィリピン国

政府は深刻化する廃棄物問題に対処するために2001年1月に固形廃棄物管理法（RA9003）を公

布した。同法は地方自治体（Local Government Unit：LGU）による、有価物の回収、リサイク

ル、コンポストの推進及び最終処分場の衛生埋立の移行等につき新しく規定した。

フィリピン国最大の観光地として開発が進むマライ町ボラカイ島では、観光客数が年々急増し

ており、2006年は50万人に達している。それにともなってごみ量も急激に増加し、廃棄物問題

はますます深刻化している。

2006年に入ってから、RA9003の規定に基づき、ボラカイ島に存在していた旧最終処分場の使

用が中止され、中間処理施設であるMaterial Recovery Facility（MRF）が稼動し、RA9003が規定

する新たな廃棄物管理体制が開始され、一時的な改善は見られた。一方で、廃棄物を埋め立てる

ための最終処分場が現行ではマライ町には所在せず、ボラカイ島に隣接するパナイ島に存在する

約6haの新規最終処分場候補地やボラカイ島に存在する中間処理施設であるMaterial Recovery

Facility（MRF）に、廃棄物が適正に処分されず仮置きされ危機的な状況が続いている。それら

の問題が近い将来に顕在化し、急激に深刻化する可能性が高く、廃棄物管理体制は依然として脆

弱な状態である。

かかる背景のもと、フィリピン国政府は、マライ町における自然、観光資源の保全及び地域住

民の公衆衛生レベルの向上を目的として、当該地域における自然・社会条件に対応した包括的な

固形廃棄物管理計画の策定及び衛生埋立処分場の整備にかかる技術支援を日本国政府に要請した

ものである。

この要請にもとづき JICAは、協力内容の協議のために2006年（平成18年）11月21日から12

月11日まで事前調査団を派遣し、2006年11月29日に協議議事録を署名した。

本報告書は、事前調査の調査・協議結果を取りまとめたものであり、本案件の円滑な実施のた

めの基礎資料としてのみならず、今後の類似案件における計画立案等のために広く活用されるこ

とを願うものである。

ここに、本調査にご協力頂だいた関係機関の方々に深く謝意を表するとともに、引き続きご支

援を賜りますようお願いする次第である。

2007年1月

独立行政法人国際協力機構
理事　松本　有幸
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第１章　事前調査の概要

１－１　要請の背景

フィリピン共和国（以下「フィリピン国」という）において、環境問題、特に固形廃棄物にか

かる問題は、公衆衛生レベルの低下、観光資源への悪影響による地域経済の悪化等、大きな社会

問題となっており、フィリピン国政府は深刻化する廃棄物問題に対処するために2001年に固形

廃棄物管理法（ECOLOGICAL SOLID WASTE MANAGEMENT ACT OF 2000 Republic Act No.

9003、以下「RA9003」という。）を制定した。同法では廃棄物管理は地方自治体（Local

Government Unit：LGU）の責任と定め、有価物の回収、リサイクル、コンポストの推進及び最

終処分場の衛生埋立の移行等につき新しく規定した。

フィリピン国最大の観光地として開発が進むマライ町ボラカイ島（約1,000ha、16,517人

（2005年9月現在））では、観光客数が年々急増しており、2006年は50万人に達している。それ

にともなってごみ量も急激に増加し、廃棄物問題はますます深刻化している。

2006年に入ってから、RA9003の規定に基づき、ボラカイ島に存在していた旧最終処分場の使

用が中止され、中間処理施設であるMaterial Recovery Facility（MRF）が稼動し、RA9003が規定

する新たな廃棄物管理体制が開始され、一時的な改善は見られた。一方で、廃棄物を埋め立てる

ための最終処分場が現行ではマライ町には所在せず、ボラカイ島に隣接するパナイ島に存在する

約6haの新規最終処分場候補地やボラカイ島に存在する中間処理施設であるMRFに、廃棄物が

適正に処分されず仮置きされ危機的な状況が続いている。それらの問題が近い将来に顕在化し、

急激に深刻化する可能性が高く、廃棄物管理体制は依然として脆弱な状態である。

かかる背景の下、フィリピン国政府は、マライ町における自然、観光資源の保全及び地域住民

の公衆衛生レベルの向上を目的として、当該地域における自然・社会条件に対応した包括的な固

形廃棄物管理計画（以下「廃棄物管理マスタープラン」という。）の策定及び衛生埋立処分場の

整備にかかる技術支援を日本国政府に要請したものである。

１－２　事前調査の目的

今回の事前調査では、本案件に関わる要請背景、調査の内容・範囲、上位・関連目標との整合

性、他援助機関の同セクターにおける動向及び同国政府の意向を確認し、現地踏査及び I/A

（Implementation Arrangement：他国のS/Wに相当）（案）とM/Mに係る協議を行い、M/Mに

署名することを目的として派遣したものである。
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１－３　調査団の構成

分野 氏名 所属

総　　括 大久保恭子 JICA地球環境部第二グループ環境管理第一チーム長

廃棄物管理計画 天野　史郎 JICA国際協力専門員

調査企画 日浅　美和 JICA地球環境部第二グループ環境管理第一チーム職員

廃棄物管理技術 土井　章 国際航業株式会社　海外事業部事業部長

処分場等建設計画/
環境社会配慮

土井　弘行 「生活工房Do！」環境コンサルタント

１－４　調査日程
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１－５　主要面談者

付属資料3．のとおり。

－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－－3－



第２章　事前調査協議結果の概要

詳細は別添の I/A及びM/Mのとおり。

（1）調査タイトル

（英） The Master Plan Study on Solid Waste Management for Boracay Island and

Municipality of Malay in the Republic of the Philippines

（和） ボラカイ島地域固形廃棄物管理マスタープラン調査

当初要請書では「The Study on Solid Waste Management for Boracay Area in the

Philippines」要望調査表では「ボラカイ島地域固形廃棄物管理計画調査」となってい

た。

しかしながら、事前調査時にフィリピン側（マライ町政府）からは「The Study」と

いうタイトルでは、過去にも実施してきた各種調査の一環と誤解を受ける可能性がある

ため、本協力は従来の調査から一歩踏み込んだ内容であることを明示するために

「Master Plan」としてほしいこと、マライ町も調査対象であることをタイトルでわかる

ようにしたいという2点の要望があったため、変更したものである。

（2）目的

1） 廃棄物管理マスタープランの策定

2） 優先事業のフィージビリティ調査（F/S）の実施

3） マライ町及び関係者の廃棄物管理能力の強化

（3）調査対象地域

アクラン州マライ町全域（6,731ha、人口約25千人）を対象とする。位置図は本報告書

冒頭を参照のこと。

（4）調査対象廃棄物

都市ごみ及び医療系廃棄物（municipal solid waste including health care waste）とする。

（5）実施機関

マライ町（Municipality of Malay）及び国家固形廃棄物管理委員会（National Solid

Waste Management Commission：NSWMC）。

ステアリング・コミッティは委員長をマライ町長とし、その他の構成要員については、

I/Aのとおり。必要に応じて構成員を追加することができることとした。
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（6）今回策定する廃棄物管理マスタープランの目標年次

RA9003のSection16の規定とおり10年計画とし、2008年から2018年までとする。

（7）本格調査の内容

以下にフィリピン国側との合意内容に従って、想定する主な調査の内容を記載する。

本調査は、調査の全行程（2007年3月から2008年1月までの約11か月間）を次の2段階

に分けて実施する。なお、ドラフトファイナルレポート協議時に、先方実施機関とM/M

の第XI条に基づき協議の上、必要と認められる場合は2008年2月以降約1年間フェーズⅢ

として、「廃棄物管理マスタープランの具体化支援のためのモニタリング・フォローアッ

プの実施」を実施する予定（2008年2月～2009年2月）である。

（8）現地再委託

一部業務に関し、経験・知見を豊富に有する機関・コンサルタント等に再委託を予定し

ている。

（9）調査報告書

英語で作成することで合意した。

（10）フィリピン側便宜供与依頼内容

定型の事項を依頼した。
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